
Ｈ２９年度障害者歯科保健医療サービス推進事業報告　　　　（資料１）

１)訪問実施結果 

 (１)訪問状況

年度 総 数 訪問調査
訪問診療
依頼数

 訪問口腔
衛生指導

通院介
助・補助

25 215 26 6 186 3

26 216 30 11 177 9 【訪問調査の依頼元】

27 229 24 8 202 3

28 227 40 10 181 6

29 174 22 9 148 4 11 9 1

訪問診療を希望するケースに対しては、市内の訪問診療協力歯科医院の一覧表ができたことに

今後、家族や介護支援専門員、施設から直接訪問診療を依頼するケースも多くなるのではない

 (２)年齢内訳

 (３)要介護度内訳

居宅介護
支援事業所

よって、スムーズに連携が取れるようになった。

かと予想される。

　　　（単位：人）

（単位：人）

地域包括支
援センター

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ等
居宅施設

（単位：人）

　今年度、市内の介護支援専門員からの訪問依頼数は２２件で、ここ数年の中では少ない方で

ある。依頼の内容は義歯・残存歯等の歯科治療に関する相談がほとんどを占めた。

・治療が必要かどうか

・認知症が進んでいるため、治療を受けることが出来るかどうか

・治療を受けるために事前に歯科衛生士から適切なアドバイスが欲しいなど

0%

20%

40%

60%

80%

100%

25 26 27 28 29

75才以上 

65～74才 

65歳未満 



２）障害者歯科健診・歯科相談実施結果

（１）参加状況 （単位：人）

(人） （本数）

１回目 6月24日 18 9 8 1 17 0 0

２回目 12月2日 31 16 11 4 27 1 4

（２）年度別参加状況、担当歯科医 （単位：人）

25 44 36 24 14 6

26 37 33 18 16 3

27 56 44 31 13 12

28 56 42 23 24 9

29 49 37 25 19 5

　今年度の参加者は２８世帯４９人で、新規の参加者は９人であった。

６月は全体に参加者が少なかった。１２月は悪天候のため急なキャンセルもあったが３１人の参加があった。

　歯科検診、歯科相談では、定期的に参加している方は　少しづつ慣れて協力的であった。

　歯みがき指導では、口呼吸による乾燥や口腔機能の未発育による自浄作用の低下等の影響で歯の表面

にベッタリとした歯垢が付着している者が多い。

更に家での歯みがきを嫌がってうまくできていないことが加わっていると考えられる。

　口腔内の状況が悪く経過観察になっている児については、こども発達支援センターと連携をとり、参加を促

してもらうことで、最低でも年に１回は口腔内の状況を確認できる様に努めている。

今後も継続した支援が必要である。

実施日 参加数 乳幼児 学童・生徒

６月 １２月

原岡、岡田 宮腰、石飛

成人 フッ素塗布数

サホライド塗布数

年度 総数 世帯 乳幼児 学童・生徒 成人
担当歯科医

宮腰、長谷川 宮腰、岡田

宮腰、岡田 岡田、柳（壮）

宮腰、長谷川 宮腰、柳（壮）

宮腰、岡田 中村、柳（壮）
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